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研究成果の概要（和文）：人間が外界に対して行動を起こす際、通常「その行動を行ったのは自分である」とい
う感覚（主体感）が生じる。本研究では、オブジェクト操作に対する主体感がある場合の視覚的注意の制御につ
いて検討を行った。その結果、身体とは離れた位置に存在するオブジェクトの操作に対し、主体感を感じる状況
では、オブジェクトの操作方向に視覚的注意が向きやすくなることが示された。これまでに、自己の身体運動の
運動が視覚的注意制御に影響を与えることが示されているが、本研究により、その知見が拡張され、身体に限ら
ず思い通りに動くオブジェクトも、同様に視覚的注意制御に影響を与えることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：When a man does some actions, she/he usually feels that she/he is an agent 
for doing the action, which is called a sense of agency. This study examined how the sense of agency
 influences visual attention. In concrete, this study investigate, when an observer controls an 
object apart from her/his body with feeling the agency, whether visual attentional allocation could 
be biased based on the movement of the object. The experimental results showed that attention tends 
to orient the location where the controlled object moved. Further, the results showed that this 
attentional bias requires two factors: first, the observer’s intention and actual action of 
controlling the object, and second, the outcome of the object moving as intended. In summary, this 
study suggests that even if an object is separated from the observer’s body, the object’s movement
 attracts attention when she/he feels a strong sense of agency over its control.

研究分野： 実験心理学
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１．研究開始当初の背景 

人間は常に外界に対して行動を起こし、ま
た外界から影響を受けて生きている。つまり、
人間と外界の相互作用がある。その際、「自
分の行動の結果、外界で効果が起こる」とい
う感覚が生じる。この感覚は主体感（Sense of 

Agency）と呼ばれている（Haggard & Tsakiris, 

2009, Curr Dir Psychol Sci）。これまでの研究で
は、人間の行動とそれに対する感覚フィード
バック（例：視覚的な結果の観察）の時空間
的な関係を実験的に操作することで、どのよ
うにして主体感が生起するのかが検討され
てきた。そして、自分の行動の結果の予測と
実際に起こった結果を脳内で統合すること
で主体感が生まれることが明らかになって
きている。 

主体感の生起自体に関しては、多くの心理
学的・神経科学的な知見が蓄積されているが、
多くの場合、一つの行動とその効果の中で完
結された事象を扱っていた。一方、人間と外
界の相互作用は一度限りではなく継続的に
起こっているので、人間の認知処理を理解す
るためには、「外界で起こる事象に対する主
体感が生起している時に、どのような認知処
理がなされるか」についても重要な問題であ
る。しかし、この問題について明らかなこと
は少ない。 

外界の情報を知覚し、それに応じて行動を
起こし、行動の結果として、新しい情報を知
覚するという認知処理を解明するために、人
間の身体運動制御と視覚的認知（特に視覚的
注意制御）の関係が検討されてきた。例えば、
空間内で手（あるいは手に持った道具）を動
かすと、その先端付近の領域に視覚的注意が
向くことが知られている（Reed et al., 2010, 

Atten Percept Psychphys）。また、近年、頭部
を向けた方向へ視覚的注意が向きやすいと
いう報告もされている（Nakashima & Shioiri, 

2014, 2015, PLoS ONE）。さらに、身体全体の
運動（移動）によっても、視覚的注意が向く
方向が規定されるという知見もあり、自己の
身体によって、視覚的注意制御が影響を受け
ることは間違いないだろう。 

視覚的注意をひきつけるのは、自己の身体
だけではなく、自己と同じ動きをするアバタ
ー（バーチャルリアリティ空間内のオブジェ
クト）でもよいという報告が近年なされてい
る（Salomon et al., 2013, Exp Brain Res）。この
研究では、自分の動きと同期して動くアバタ
ーの探索課題を行った。その際、自らが能動
的に動かした場合のほうが、受動的に動かさ
れた場合よりも、アバターを効率的に探索す
ることができることが示された。これは、人
間の脳内で行動とその知覚がある程度共通
した基盤によって処理されているために起
こると考えられている。 

自己の身体だけではなく道具操作が頻繁
に行われる状況においては、その操作自体が
視覚的認知（特に、その中でも中心的な役割
を果たす視覚的注意の制御）に与える影響の

解明は、非常に重要である。これは、注意制
御機構の解明という理論的側面だけではな
く、道具操作場面における認知という応用的
側面も兼ね備えた、重要な研究である。 

 

 

２．研究の目的 

近年、手に持った道具の操作だけではなく、
道具・オブジェクトを遠隔操作する場面も増
えている。遠隔操作場面では、人間の動きと
道具の動きが必ずしも同じであるとは限ら
ない。その場合、視覚的注意は、そのオブジ
ェクトによって影響を受けるのだろうか。上
述のように、身体運動や能動的なアバターの
制御時には、主体感が生じている。そのため、
主体感がある場合には、それに視覚的注意が
影響される可能性が考えられる。しかし、遠
隔操作場面のように、自分が操作していると
いう主体感があっても、自分の動きとは異な
る動きをするオブジェクトが、空間的注意に
影響を与えるかは明らかではない。 

本研究では、自分自身で操作しているが、
自身の動きとは異なる動きをするオブジェ
クトの操作主体感に基づく空間的注意の変
容について検討した。そのために、キー押し
によってオブジェクト（円刺激）を画面上で
左右に動かす課題中に、視覚課題を混ぜると
いう実験課題を作成した。もし、主体感を生
じているオブジェクトが視覚的注意を誘導
するのであれば、視覚認知課題の成績は主体
感が高い場合に、円が動く位置で高くなると
予想される。逆に、身体運動との同期自体が
視覚的注意の誘導に対して重要なのであれ
ば、自己の操作の動きとは異なる動きをする
オブジェクトは注意をひきつけないと考え
られる。 

この検討を通じて、オブジェクト操作に対
する主体感と視覚的注意の関係という枠組
みの確率を目指した。 

 

 

３．研究の方法 

実験では、画面中央に呈示される白円を、
キー押しにより動かすという課題を行った。
まず、スペースキーに左右いずれかを向いた
矢印が描かれたキーボードを実験参加者に
見せ、スペースキーを押すことで、円を矢印
の方向へ動かすように教示した。その際、半
数の参加者には右向きの矢印を、残り半数に
は左向きの矢印がついたキーボードを見せ
た。ただし、たまに円が動かず、画面左右に
T や Lの文字が呈示されることがあり、その
場合は呈示されたTの向きを答えるように教
示した。 

まず画面中央に白円（直径 1.5°）が呈示さ
れ、参加者は試行中、その位置を注視し続け
るよう教示された（オブジェクト操作試行）。
参加者がスペースキーを押すと、400ms 後に
その円が消え、すぐに左右いずれかに視角
10°離れた位置に出現した。この場合、仮現運



動により白円が左右いずれかの方向に移動
したように知覚される。参加者はこの試行を
繰り返した（図 1a参照）。 

実験中、参加者のキー押しから 400ms 後、
画面中央から左右に 10°離れた位置に、T と L

の文字（0.8°×0.8°）が 50ms 呈示され、すぐ
にマスクされる試行を混ぜた（視覚認知試
行）。この試行では、参加者は、標的刺激で
あるTが左右のどちらを向いていたかの回答
を求められた。画面中央を注視していること
の確認のために、画面中央に T が呈示される
試行も混ぜた（図 1b参照）。 

図 1 実験ブロックの概要。 

(a)オブジェクト操作試行、(b)視覚認知試行。 

 

実験ブロック中、参加者にオブジェクト操
作に集中させることを目的として、約 69%の
試行がオブジェクト操作試行、残りの 31%が
視覚認知試行とした。また、最初の 10 試行
は円を動かす試行のみを実施した。実験ブロ
ック終了後、白円をどの程度思い通りに操作
できたかを 0～10 の 11 段階（大きい数値は
主体感が高いことを示す）で評定させた。 

主体感研究では、行為者の意図と実際の結

果の時空間的な乖離によって、主体感の高低
が決まると言われている。それに基づき、本
研究では、主体感を変えるために、円が意図
した方向に動く確率を操作した。第一段階と
して、意図した方向（キーに描かれた矢印の
方向）に円が動く確率をブロック間で操作し
た（ブロック間実験）。この実験では、キー
押しをすると、円が 90%の確率で意図した方
向へ移動するブロック（主体感高ブロック）、
50%の確率で意図した方向へ移動するブロッ
ク（主体感低ブロック）を設定した。また、
キー押し行動の重要性を確認するために、キ
ー押しをせずに円の移動を観察するだけの
観察ブロック（90%で一方向へ移動）も行っ
た。さらに、視覚的注意課題成績のベースラ
インを得るために、視覚認知試行のみのブロ
ックも行った。 

次に、自分の操作の意図通りに動くオブジ
ェクトの認識が、視覚的注意制御と関連する
かを調べるために、白円操作試行のかわりに、
ブロック内でランダムに呈示される赤・緑円
の操作試行を行った（ブロック内実験）。一
方の円は主体感高オブジェクト（90%の確率
で意図した方向へ移動）、もう一方は主体感
低オブジェクト（50%の確率）であった。円
の色の割り当ては、参加者間でカウンターバ
ランスした。この実験では、主体感ブロック
（高・低オブジェクトを混合）と、視覚認知
試行のみブロックを実施した。主体感ブロッ
クでは、ブロック終了後、各色の円に対して、
どの程度思い通りに操作できたかを評定さ
せた。 

 

 

４．研究成果 

○ブロック間実験 

各実験ブロックの主体感評定値、標的刺激
位置ごとの検出成績の平均値を表 1 に示す。
主体感評定値は、主体感高ブロックで高くな
っており、実験操作の妥当性が確認できた。
また、画面中央（注視位置）に T が呈示され
た場合は、全ブロックで正答率が高かったた
め、参加者が画面中央をきちんと注視してい
たとみなした。 

視覚認知試行において、主体感高ブロック
では参加者が円を動かそうとしていた位置
（意図位置）での成績が高かったが、他のブ
ロックでは意図・非意図位置での成績の差は
見られなかった。 

 

表 1 ブロック間実験結果 

 主体
感 

視覚認知課題成績 

 意図 非意図 中央 

主：高 7.2 77.8 59.2 93.3 

主：低 3.9 69.6 65.3 95.3 

観察 － 72.3 67.8 96.2 

視覚のみ － 67.9 67.0 95.0 

脚注 成績の単位は% 

意図 円を動かそうとした位置に標的出現 

主：高、主：低 主体感の高低（ブロック） 



 

○ブロック内実験 

 各色の円が呈示された条件での主体感評
定値、視覚課題成績を表 2に示す。ブロック
間実験と同様、主体感評定値は、主体感高ブ
ロックで高くなっていた。また、画面中央（注
視位置）に T が呈示された場合は、全ブロッ
クで正答率が高かった。 

視覚認知課題では、オブジェクト操作を行
ったブロックにおいて、主体感高オブジェク
トが呈示された試行の意図位置での成績が
高くなったが、主体感低オブジェクトでは意
図位置と非意図位置での成績の差は見られ
なかった。 

 

表 2 ブロック内実験結果 

 主体
感 

視覚認知課題成績 

 意図 非意図 中央 

主：高 7.5 78.7 63.9 93.2 

主：低 4.4 71.0 69.2 93.2 

視覚：高 － 71.2 74.5 95.0 

視覚：低 － 69.5 72.8 94.1 

脚注 成績の単位は% 

主：高、主：低 主体感高低オブジェクト 

 

視覚認知試行のみを行ったブロックでは、
標的刺激の位置による成績の差は見られな
かった。よって、ベースラインとしては、ど
ちらかの位置に注意がバイアスされていな
いことが確認できた。 

ブロック間実験では、主体感高ブロックに
おいて、意図位置における視覚認知成績が高
かった。よって、オブジェクト操作に対する
主体感に基づき、注意がバイアスされること
が示唆された。また、主体感低ブロックおよ
び観察ブロックでは、意図位置と非意図位置
における検出成績に差が見られなかった。そ
のため、この空間的注意のバイアスは、「動
かそうという意図と行為」と「実際に意図位
置にオブジェクトが動くという結果」の両者
がないと生起しないと考えられる。 

ブロック内実験においても、主体感高オブ
ジェクトが呈示された試行でのみ、注意のバ
イアスが生じた。つまり、多くの試行でオブ
ジェクトが一方向に動くという全体的な文
脈ではなく、「このオブジェクトは思い通り
に動く」という認識が、注意のバイアスには
重要であることが示唆された。 

本研究によって、オブジェクトを遠隔操作
する（オブジェクトが自分の身体とは異なる
運動をする）際に、そのオブジェクトに対す
る操作主体感が、空間的注意をオブジェクト
が動く方向へバイアスさせることが明らか
になった。 

本研究成果は、主体感と空間的注意の関係
を明らかにするための第一歩として、理論的、
応用的に重要である。また、この研究と関連
する研究を国内外の学会で発表した。 
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